
　市内26小学校の６年生
の代表児童60人が市役所
本庁に集い、昨年の夏休
みに参加した防災キャン
プ以降に、それぞれが取
り組んだ活動の成果を発
表しました。
　過去の災害について調
べたり地域を実際に歩い
て観察し学んだことなど
から、自分たちにできる
災害への対策や日ごろか
ら備えておくべきことな
どについて、具体的で建
設的な提案がなされまし
た。

　青年海外協力隊員として
モロッコに赴任する松木祐
依菜さん（朔日市）と、任
期を終えコスタリカから帰
国した柄本人志さん（喜多
川）が市役所を訪れ、それ
ぞれ抱負や成果などを話し
てくれました。
　松木さんは放射線技師の
資格を活かして２年間、現
地の病院で行政サービスに
関する指導を行うこととな
っています。
　松木さん、お体に気をつ
けて頑張ってください。柄
本さん、ご苦労様でした。

　古くから正月７日に七草粥を食べ邪気を払うという風習があり
ますが、その七草粥を無料でふるまうイベントが市内各所で開催
されました。
　これは国内有数の出荷量を誇る西条産品の「七草」をＰＲしよ
うとＪＡ西条が企画したもので、ＪＲ伊予西条駅前広場でも多く
の方が温かい七草粥を食べながら無病息災を願っていました。

　石鎚ピクニック園地
を会場とするスノーカ
ーニバルin石鎚も、今
回が10回目の節目の開
催。
　当日は寒波の来襲に
より厳しい寒さとなり
ましたが、子どもたち
はソリ競争や雪玉ダー
ツなど白銀の世界の遊
びに元気爆発！また大
抽選会や○╳クイズで
は、当選番号や正解が
読み上げられるたびに
大きな歓声が雪山にこ
だましていました。

12/13  JICAボランティア市長表敬訪問12/19  自らできる防災対策を 子ども防災サミット

12/25  白銀の世界 スノーカーニバル in 石鎚1/7  西条産品でおもてなし 春の七草粥をどうぞ

西条市の未来を担う青年の新しい人生の門出を祝福  ～ 平成24年 成人式 ～　

　丹原文化会館と総合文化会館を会場とした平成24年の西条市成人式は、穏やかな初春の日差しのもとでの開催となりました。
　両会場を合わせて約１千人の新成人が出席した式典では、まず西条踊り「ISHI-ZUCHI」の演舞がオープニングアトラクションとし
て披露され、ダンスグループの小学生からお祝いのメッセージも贈られました。また、出席者の代表による「成人の主張」の発表で
は、保護者や友人などに対するこれまでの感謝の気持ちや、将来に向けた決意や抱負などが力強く述べられました。
　式典後も、記念撮影をしたり旧友との再会を楽しんだりと、生涯に一度きりの節目の日を満喫していました。
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 丹原文化会館で
　　 司会進行役を務めた皆さん

▲ 総合文化会館で
　　 司会進行役を務めた皆さん

▲ ｢人の役に立つ人間になること」
　との夢をもって

▲ 「自分の生き方に誇りを持てる
　人間になりたい」と抱負が

▲ 「信じたことに後悔しないように
　生きていきたい」と決意を

▲ 「感謝を忘れない人になれるよ
　うに歩もう」と語りかけました
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